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中性子位相イメージングや高空間分解能中性子検出器等に飛躍をもたらすことが期待できる精密中性子吸

収パターンの製作手法を開発した。その概要を報告する。 
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中性子はＸ線を初めとした他の量子ビームに比べると物質の透過性が非常に高く軽元素にも高感度であ

ることから、先端工業部品、コンクリート、植物内部の水分変化、考古学試料の分析等大型試料の内部構

造の非破壊観察等に利用されている。ここでは試料による中性子の吸収や散乱による強度の減衰を計測す

るが、より高感度な中性子の位相変化を計測する中性子位相イメージングの実用が期待されている。 

中性子位相イメージングにはいくつかの手法があるが、一般には中性子吸収格子（中性子ビームを遮蔽

する部分と透過する部分とが交互に配

列された格子構造）が利用され、中性子

ビーム遮蔽材料として通常、熱中性子吸

収能力の高いガドリニウム(Gd)が用い

られる。 

近年の精密加工技術の進展により形

状精度の高い回折格子製作が可能とな

ってきているが、Gd は非常に切削加工

が困難な材料である。そのため吸収格子

の製作には、シリコン基板上にひな形と

なる格子溝を作製し、それに Gd を蒸着

するなどして吸収格子を得ているのが

現状である[1]。 

我々は Gd とチタン(Ti)を多層化する

ことで、材料の切削特性を改善し、形状

精度の高い微細パターンを有する中性

子吸収格子が製作可能となることを見

いだした。Fig.1 に製作した吸収格子の写

真を示す。ここでは 45°毎に 8 箇所の顕

微鏡写真を示しているが、どれも欠陥が無いことが分る。我々の製作手法は、雛形格子を必要とせず、か

つ大面積化が容易である。そのため中性子位相イメージングだけでなく、中性子検出器の高空間分解能の

評価等、様々な利用が期待できると考えている。その概要を報告する。 
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Fig.1 Photograph of absorption grating made of Gd/Ti 
multilayer deposited on Al substrate. 
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